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１０ページ 問１ の （１）

（誤） 表中の空欄Ａに入る数値を以下のア～オから選択し、・・・

（正） 表中の空欄Ａに入る数値を計算し、最も近い値を以下の
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資料Aから資料Cまでを読んで，問 1～ 7に解答しなさい。

資料A

以下は，先生と生徒による「異文化体験」についての会話文である。

生徒： 先生，インバウンド観光って最近よくニュースで見ますが，インバウンド観

光って海外から日本に観光客が来るってことですよね？　コロナ禍の時は，

人の出入りが少なかったと思うのですが，コロナ禍の後は，何か変化があっ

たのでしょうか？

先生： そうだね，コロナ禍の後，日本の観光産業には，大きな動きがあったよ。コ

ロナ明けは訪日外国人の数が大きく変化しているんだ。資料 Bの表 1を見

てみよう。

生徒： 本当だ！　こんなに増えているのですね。なぜこんなに訪日外国人は増えて

いるんだろう？

先生： 近年の為替の動きも関係しているけど，やはり日本は魅力的な国なんだろう

ね。君はどうかな？　外国に行ってみたいと思ったことはない？

生徒： 確かに，海外旅行には興味があります。知らない土地に行って，色々な経験

をしたり，現地の食べ物を食べたりしてみたいと思います。

先生： なるほど。それはいいね。ぜひ海外にも行って欲しいけど，実は，国内でも

異文化体験はできるんだよ。フィールドワークって聞いたことあるかな？

生徒： はい，フィールドワークって，地域に出て調査することですよね？

先生： そうだね。もう少し詳しく知るために，資料Cを読んでみよう。

生徒： 地域資源創成学部では，フィールドワークが多いと聞きましたが，資料C

を読んで，フィールドワークをするのって，ちょっと大変そうだと思ってし

まいました。

先生： 具体的に何が大変そうかな？

生徒： 例えば，自分の常識が通じないのが大変そうかなって。

先生： なるほど。でも，ちょっと思い出してみて。先ほど見た資料 Bの表 1から，
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コロナ禍が過ぎた今，日本に来る外国人観光客の数は，再び年々増え続けて

いることがわかったよね？

生徒： そうでした。すごく増えていました。でも先生，フィールドワークの話をし

ていたのに，またインバウンド観光の話に戻ってしまっていますよ。何か関

係があるのですか？

先生： ごめんごめん，でも脱線しているわけではないんだよ。君に聞いてみたかっ

たのは，もし，フィールドワークの大変さとして，「自分の常識が通じない」

ことが挙げられるなら，なぜ大勢の海外の人たちは，わざわざ彼らの常識が

通じない日本に来たいと思うのだろう？

生徒： 確かに。何でだろう？　自分の国では体験できないことが体験できるからで

しょうか？ 例えば，最近，海外でも抹茶ブームで茶道体験なども人気と聞

きました。

先生： その通りだね。でも，自国にない体験をするということは，自分の常識が通

じないことにつながるのではないかな？　君も，海外旅行に興味があるって

言ってたよね？

生徒： えーと， 常識は通じないかもですが，楽しめる程度の違和感だったら良い

のかもしれません。

先生： なるほど。楽しめる程度の違和感という発想は面白いね。「常識が通じない」

という問題も，その強弱によってはポジティブにも受け入れられるというこ

とかな？

生徒： そうかもしれません。それと，初めてだとやはり少し怖い気持ちもあります。

先生： 良いところに気がついたね。準備や練習をすれば，ハードルは下がるという

ことだね。地域資源創成学部では，フィールドワークに行った時に必要とな

る調査方法を勉強したり，実際に 1年生の時から実習に出て調査の練習をし

たりすることで経験値を増やすことができるんだよ。だから，その「常識が

通じない」という問題への感じ方も，学年が進むにつれ変化するものなんだ。

資料Cにもある通り，行ったことのない調査地へ行ったときに感じる居心

地の悪さも，だんだん楽しめるようになったり，そこで経験するカルチャー

ショックが面白く感じるようになったりするんだよ。



― ―3

生徒： そうか！　何だか楽しみになってきました。

先生： 海外旅行も，異文化体験という意味では同じことが言えるよね。日本への観

光客が増えているのも，強弱はあるにしろ，そういった居心地の悪さがある

からこそかもしれないね。言葉が通じなかったり，ルールやマナーが違った

りすることを意識できるのは，自国と比較しているからで，資料Cにある

ように，自文化への理解にもつながるんだよ。フィールドワークをすること

で，自分のことをもっと良く知るきっかけになるかもしれないよ。
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資料 B

表 1は，日本政府観光局の「日本の観光統計データ」で示された 2015 年から 2024

年までの訪日外客数（入国外国人旅行者数）の推移である。

表 1　訪日外客数の推移

年 訪日外客数［人］ 対前年増加率［%］

2015 19,737,409 －

2016 24,039,700 21.8

2017 A 19.3

2018 31,191,856 8.7

2019 31,882,049 2.2

2020 4,115,828 －87.1

2021 245,862 B

2022 3,832,110 1,458.6

2023 25,066,350 554.1

2024 36,870,148 47.1
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資料C

以下の文章は，佐藤郁哉著『ワードマップ　フィールドワーク増訂版：書を持っ

て街へ出よう』（新曜社，2019）の一部を抜粋したものである。


フリーテキスト
この部分は現在著作権処理中です。
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フリーテキスト
この部分は現在著作権処理中です。
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フリーテキスト
この部分は現在著作権処理中です。
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フリーテキスト
この部分は現在著作権処理中です。
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＊1　田畑に出て手作業で行う農作業のこと。

＊2　資料や情報の提供者。被調査者。

＊3　畑で植物を栽培するために，周囲よりも土を一段高く盛り上げること。

＊4　 植物を栽培する際，健全な生育を促すことを目的に，混み合っているところ

から一部の植物を取り除くこと。


フリーテキスト
この部分は現在著作権処理中です。
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問 1

資料 Bの表 1は，2015 年から 2024 年までの訪日外客数（入国外国人旅行者数）

の推移である。

⑴　表中の空欄Aに入る数値を以下のア～オから選択し，解答欄に記入しなさい。

ア　28,691,073　　　イ　27,615,778　　　ウ　23,546,729

エ　31,251,610　　　オ　26,443,670

⑵　表中の空欄Bに入る数値を以下のア～オから選択し，解答欄に記入しなさい。

ア　－94.0　　　イ　－98.8　　　ウ　6.0　　　エ　－103.6　　　オ　1.2

問 2

資料Cの文中の　 C 　， D 　， E 　に入る適切な語句を下記の

語群から選んで解答欄に記入しなさい。

語群

長期的　　短期的　　フィールドワーク　　ワンショット・サーベイ

問 3

資料Cの「インタビュー」「身ぶり手ぶり」を英単語一語でそれぞれ解答欄に記入

しなさい。

問 4

資料Cの「カクトク」を漢字で解答欄に記入しなさい。

⑴ ⑵

⑶
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問 5

資料Cの内容と以下の文章を照らし，内容に沿っているものには○，沿わない

ものには×を解答欄に記入しなさい。

1．Fieldwork is a typical example of a time-effective method.

2． According to the author, there are a lot of similarities between “farming by 

hand” and conducting fieldwork.

3．Based on the researchers’ diaries, they never get frustrated.

4．Researchers do not tend to face any unexpected events at the field.

5． The significance of fieldwork is well expressed by the saying “Time is 

money”.

6．Ethnography is similar to what is called one-shot survey.

7．Cultural understanding is essential when conducting fieldwork.

問 6

資料Cの「文化的な子ども時代の再現」とはどのような意味か，210 字以内で解

答しなさい。

問 7

⑴　資料Cの「調査地だけでなく本国でも居心地の悪さを感じ，よそ者意識をもつ

ようになる」とあるが，これはなぜか。290 字以内で解答しなさい。

⑵　資料Cの「この「居心地の悪さ」を感じることこそが，「文化」を知るためには

最良の方法なのです」とあるが，これはなぜか。320 字以内で解答しなさい。

※なお，この総合問題試験は，論旨の明確さや言葉の正確さ，あるいは文章の論理

性を見るためのものであり，思想，信条，意見の方向性などは評価に関係しない。

⑷

⑸

⑹
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